
◎教科書レベルから入試の基礎レベルへの橋渡し

3年生の社会では、学校の授業を先取りし、教科書の内容をより深化させながら学習を進めていきます。体験
学習で身近なできごとと社会科の学習を結びつけることで学習への興味・関心を高め、要点と映像授業で重
要な事柄の理解を深めます。練習問題では基礎的な知識を確認する問題から中学入試で必要とされる思考
力や表現力を要する問題まで幅広い演習をとおして、入試の土台となる基礎力を築きます。

Ｚ会中学受験コース3年生の社会では

基礎知識を確実に習得し、
さまざまな問題に対応できる思考力と表現力を身につけます。

学習例：

要点

●体験ノート
…………………………………………………………
体験授業で行ったことを実際に文字や図表にまとめ
ることで、理解を深めます。

練習
問題

体験
学習

●要点の漢字練習（筆順アニメ）
…………………………………………
中学入試では社会科の用語を漢字で書
くことを求められることが多くあります。
筆順アニメによって、学校ではまだ習っ
ていない漢字も日々の学習の中で正しく
書けるようになります。

●体験授業
…………………………………………………………………………………………………………………………………
日常生活で体験していることは、社会科の学習にとても深く関係しています。スーパーマーケットに買い物に行ったときに
野菜や果物の産地に注目するという身近な体験から、日本の農業とグラフや地図の読み取りを学習していきます。

●図や写真を多用した要点で、視覚からの理解を深める
…………………………………………………………………………………………………………………………………
要点では、図や写真などの資料を効果的に用いることで理解を促し、社会科への興味・関心を引き起こします。図表の
読み取りポイントを文章やガイド役のキャラクターがわかりやすく説明しているので、お子さまひとりでも確実に理解で
きます。そのため、自宅でもスムーズに先取り学習することができます。

体験
ノート

●基礎知識の確認
……………………………………………………
要点で学習した内容を理解できているかを確認
する問題です。

●思考力を要する問題
……………………………………………………………………
要点で学習したことが中学入試ではどのように問われるのかを
体得するために、入試問題に合わせた様々な出題形式の問題
に取り組みます。また、社会科の学習で重要な資料の読み取り
問題にも取り組むことで、入試で求められる思考力も身につけ
ます。


